
◎アレルギー疾患による管理・配慮が必要な児童の把握 ◎

※【把握方法】●食物アレルギー調査暴(様式l)【入学時及び必要時】●保鶴 査票【毎年度確認】
●入学説明会時の保護者への間き取り

●行事等における食物アレルギー調査 illill及び保護者からの要望。申告等 【穫時】

小学校におけるアレルギー疾患対応のフロー図 (モデル例 )

管理・配慮の区要あコfr'
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Ω_』墨墨菱劃に難壼菫生歴園菫墨豊童の提出を求める◎

管理・配慮の醒 査L

様式4-3を提出
(給食対応なし,

管理・配慮の必要なし)
r小学校綸食

食物アレルギー確鋸書」

襲 菫 重
※必要時、フロー図の
初めに戻る

《面議の実漁方法ル

【纂本】
複数での対機による面11
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:【霞嬌での対応となる場合
嘩必要事項の鋤き取り
藤保叢者との農驚影戯
餞摯疑問蒔1lrt,有
を難 すること
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※疾患の状況を共有した記録を作成する
。食物アレルギー:『様式3」
・食物以外のアレルギー:「参考様式 :― !」
。エピベン0の処方あり :主治医からの指示、

露意事項を確認する

く|ト
◎ 個別の取組みプランの作成 ◎

※校内のアレルギー対応委員会 :
児童への個別の支援についてのプランを作成し、意思決定を行う。

く|ト
何らかのアレルギー対・|庵をする場合 :参考様式2- :「アレルギー対應磯諷書 (個別対応カーD」※給全対農のあり。なしに関わらず、参考様式2-: の内容は、毎年度、変更がないか確認す.る。
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:,隊式 4-2(綸食対庵なし。管理・配慮の必要あり)
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※特にアレルギー疾患以外の理由で給食において管理・配慮が必要な児童:よ上記フロー図に準した対應を行う。その際、保護者にr診断書」またはそれぞれの疾患等の「学校生活管理指導表」等の提出を求めたうえで、個別の対薦プランを作成し、意思決定を行う。

◎ 保護者との面談実施 ◎

:」熊式 4-l(給食対応あり)「小学校船食 食物アレルギー確認害」レルギ

一の児童は

加えて作成

食物アレルギー対点が

解除となる場合は、

踵壷至ヨの提出を求める

①

は

毎

年

度

実

施

す

る

◎ 保護者への説明・同意 ◎

◎ 校内での情報共有 ◎ ◎ 消防との情報共有 ◎
:こレル:ギー※ア 関す

を伴う※泊 活動の際は、
内研修の実施

'ニックリスト」を参照して実施
※エピベン①処方があり、
rエピベン0処方に係る

情報連絡票」の提出があった場合
◎ 実践 ◎

※平常時対應 ・ 緊急時対終
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アレルギー緊急対農マニュアル

アナフイラキシーを ′ 1た ′
ι′′、 メ

対 応 の流れ

g2旬職卸競応をする」ヘ

○ ただちにエピベン①注射tσ ノユ|ビベ|ン鋼れリンヘ

○ 救急車を呼ぶ (l19番通報)

○ 可能なら内服薬を飲ませる

ある

学校支援課

○ 必要があれば内服薬を

飲ませる

O保 健室へ移動する
O悪 化がないか、5分おきに
症状をチェックする

~~~′ ~~~‐ ~~1
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ない ●■
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発見者③発症者から離れない
②助けを呼ぶ
③ エピベン0と内服薬、AEDを持ってくるよう指示

緊急状況があるか?
5分以内に判断を下す:

βノ′繁恵″の判断yヘ
11●●■・ ■1董,1●■・),驚黎●

=|‐

|11'1鷲t■

ス 留均鉾τり裂雪駒鈍超ノヘ

ある な い

・症状チェックしながら救急車を待つ

・随時、容態や対応の記録をとる
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○ 安静を保つ
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・赴肺蘇生を行う



A学校での役割分担
◎各配置人数に応 て各々の役割を確認し、シミュレーションをしてお<こと

管理職  (観察と應援要請)
□ 現場に到着次第、リーダーヒなる 国 それぞれの役割の確認及び指示
ロ エピペン①の使用または介助   □ ′む肺蘇生やAEDの使用
□ 児童生徒支援課に一報 (随時、報告を入れる)

発見者 (観察と應援要請)
□ 発症者から離れずに容態を観 する
□ 助けを呼ぶ
□ 他の教職員に「準備」「連絡」を依頼
□ 管理者が到着するまでリーダー代行となる
ロ エピペン①の使用又は介助
□ 薬の内服介助
□ 赴肺蘇生やAEDの使用

(準備) (連絡)
□「アレルギー緊急対応マニュア
ル」を持ってくる
ロ エピペン①の準備
□ AEDの準備
□ 内服薬の準備
ロ エピペン①の使用又は介助
□ ′む肺蘇生やAEDの使用

□ 救急車を要請する
(!:9番通報)

管理職等への連絡
保護者に連絡する
さらに人を集めて、記録やそ
他の應援を依頼する

(その他)

の児童生徒への対應
急車の誘導

(記録)

□ 観察開始の時刻を記録
□ 救急車要請の時刻を記録
ロ エピペン③使用時刻を記録
国 内服薬服用の時刻を記録
□ 5分おきに容態を記録

他

救

□

□

2■



B緊急性の判断と対応
◎ アナフイラキシー症状を発見したら、5分以内に判断を下す
◎ 対応に迷ったらエピペン①を打ち、ただちに救急車を要請する

B― 1 緊急性の判断
〔全身の症状〕

□ ぐったり
□ 意識もうろう
□ 尿や便をもらす
□脈が触れにくい、また
は不規則
□唇や爪が青白い

はい ヽ` ヽ` ,社●●■■■日●

↓
B-2 急対応をする!

|つでも当てはまるか

②救急車を要請する(l19番通報)

③足をヽ15～ 30cmくらい高くして床に寝かせる
嘔吐があれば、窒息を防ぐため、身体と頭部を横に向かせる

呼吸が苦しくて横になれぬ場合は、上半身を起こして壁に寄り
かからせる

容態を観察しながら救急車を待つ

⑤ 10～ 15分たっても症状が変わらなければ、2本目のエピペン③
を打つ(2本目がある場合)
⑥ 反應も呼吸もなければ′む肺蘇生を行う

C rzE"4)@O#ttrtt +①ただちにエピペン③を打つ
|

|

|

〔呼吸器の症状〕
回のどや胸が締めつけられる
□ 声がかすれる

□ 大がほえるような咳をする
□ 息がしにくい

□ 強い咳き込みが続く

ロゼーゼーする呼吸

〔消化器の症状〕
□がまんできない腹痛
が続く
□くりかえし嘔吐する

。内服薬があれば飲ませる
。保健室へ移動する
。5分おきに容態をチェックする
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Cエピペン①の使い方

① ケースからエピペンoを取り出す
・ケースのカバーを開けて、エピペン③を取り出す

しっかり握る
・オレンジ色カバーを
本体をしっかり握る

下に向け、グーでェピペン①

安全キヤ 外す

J″
軍 .・ 。青い安全キヤップを外す・ l r=
、` ■■1
.` 
｀ヽ
・  L

l亀

i警

フツヤ
ヽ
、

キ全安

'I=___=   =__=_」 |

ゝ ・太腿の外側にオレンジ色の先端を当て、
「カチツ」と音がするまで強く押し当てる
。当てたまま、5つ数えてから抜く
・押し当ててすぐに抜いてはし`けない

確認す
■,

●

―ジする ⑦ エピベン③を持参
・使用済みエピペン③
を病院へ持参する
。医師に渡す

⑥ マツサ
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枚方市立開成小学校

学校安全教育計画
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点検場所

10.安全点検表

異常のない場合C)該当箇所でないところは空欄
清掃担当場所をお願いします。
特別教窒は教室一般の項目もお願いします。

『
溶1聾畠ρ導翼2曇工、ご塾蟄藝」ご聾盤盛記たi■望｀ュ
:

l

安全指導部
点検者

チエツク欄
処置必要の場合 X l

l

i

l

l

i

l
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11.事件・事故及び災害対策本部
重大な事件・事故および災害が発生した場合、教職員は、役割分担に従って行動する。

休日・夜間災害時における参集体制

役割 名前 対応内容 その他

本部 校長

教頭

教務主任

全体の状況把握・必要な指示

警察 (110)、 消防 (119)等 との連絡
保護者・報道機関との対応、教育委員会への報告 。

支援要請 再発防止 。学校再開のための総括

渉外班 教頭

教務主任

PTA担当

適宜状況把握・校長への報告・連絡

広報の準備・記録・報告の準備

情報班 生徒指導主担者

主事など

状況把握 (事件 。事故、地域の安全、学校安全)

問題点の整理

安 全 救

護班

学級担任

養護教諭

保健主事など

避難場所 。経路の設定

児童の誘導 。点呼・状況把握

負傷者の実態把握、応急手当、搬出、負傷児童の保

護者への連絡。学校医、医療関係などとの連絡

救急車同乗および搬送先からの連絡

心のケア

教 育 再

開班

教頭

教務主任

学年主任

(学級担任)

学習場所・用具の確保

指導体制の整備

再 発 防

止 対 策

斑

教頭

安全担当

保健主事など

安全教育・安全管理の充実策の検討

保護者・地域 `関係機関などとの連携方策の検討・

改善  危機管理マニュアル・組織の見直し

配備体制 配備基準 参集体制

1号配備 災害の恐れがあるが、時間・規模等の推

測が困難な時

校長 教頭

2号配備 小規模な災害が発生または発生の恐れ

がある時

校長 教頭 教務主任
指導教諭

3号配備 中規模な災害が発生または発生の恐れ

がある時

校長 教頭 教務主任
指導教諭 学年主任

4号配備 大規模な災害が発生または発生の恐れ

がある時

全職員
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12月 校外学習時の安全対策

画作成段

○計画を作成する段階で、必ず下見を行い、危険箇所などについてチェックをする。
○緊急事態に備えて学校への連絡手段 (携帯電話)を携行する(,
O経路や活動場所における病院・警察など緊急施設の確認 (住所・電話 。名称など)を して
おく。 (名称と電話番号は、保護者への案内プリン トに明記しておく)

事前準備段階

○児童への安全指導を十分に行 うこと。
O児童には万―の場合の対処の仕方 (助けを求める 。逃げる・信頼できる大人に話すなど)
を指導すること。
○当日は、保護者と緊急連絡をとれる体制をつくり、緊急施設の連絡先を持参すること。

全対策チェックポイント

故などへの緊急対

備   考
□事前に現地調査 (下見)を詳細に行い、危険個所をチェックしているか
□児童に対して事前に安全指導を行っているか。

□宿泊先などの避難経路や見学先の危険箇所などを説明しているか。
□無理のないスケジュールを組んでいるか。
□事前に児童の健康チェックを行っているか。
□炊事を伴う場合などは、火気管理・衛生管理を徹底 しているか。
□運動を伴 う場合は、準備運動を十分にしているか。
□引率の教職員は名札を着用 しているか。
□引率の教職員は児童の管理に必要な人数以上を同行させているか。
□同行する教職員について、安全対策の責任者や各自の任務分担を決めて
いる力祐

□救命用具や救急薬品を用意 し、十分な人数の救助体制を確保 している
か。

□適宜点呼を実施 し、確実に人員を把握するようにしているか。
□帰校後、安全に関する反省を行い、その内容を次国に生かしているか。

チェックポイント

特に初めての場所

27

児童の安全を第一に考え、引率者は現地で緊急対応 (応生手当二救急車の要請、学校への
望萱二堡董萱への連絡、他の児童の指導なハ を行う。
保護者には、動揺させない配慮とともに、誠意ある対応をする。児童には、安全に避難さ
せると同時に、精神的に動揺させないよう指導する。
報告・連絡・相談 (ホ ウレンソウ)を踏まえ、適切・迅速・正確な対応をする。

応急手当の習得を

しておく



13.運動会・オープンスクール時の対応

留意事項

受付体制

○安全監視員は通常の監視業務を行う。

OPTA役 員・各委員を中心に保護者の協力を募り、受付と警備を依頼する。受付・警備当
者には、腕章等を配布する。

○来校者に「来校者証」を提示してもらい、確認した者について校内に入つてもらう。

○来賓は、招待状を持参するので確認の後、来賓受付に案内する。

○当日「来校者証」を持参しない参観者 (同伴家族・地域の人など)には、「予備来校者証」

(マイタック等で作成したもの)を配布し、着用するよう依頼する。

が侵入した場合の対

○挙動不審な者が侵入した場合は、直ちに本校教職員に連絡をし、不審者が児童に近づかな

いよう、冷静に対応する。できれば、 2階会議室などに連れて行く (興奮させない)。

○近くに児童がいる場合は、児童をその場から遠ざける (安全確保最優先)。

○不審者が突然攻撃的な行動をするなど、緊急の場合は、笛を吹くなどして知らせる。むや

みに不審者に立ち向かわないこと。

緊急時の対応

28

○運動会やオープンスクールなどのように多数の来校者がある場合は、PTA運営委員会等
の応援を求め、来校者のチェックや案内体制を整える。

○多数の来校者が予想される場合は、来校者証の事前発行を行い、また、当日のチェック体

制等を全教職員に周知しておく。

○来校者への開放区域を明確にするために、「立入禁止」の立て札やロープを張る等の工夫

をする。

○関係者には、事前に実施要綱を配布 し、その中に危機対応として、子どもの安全を最優先

とした子どもの安全確保の方法、校内への連絡方法、不審者への対応方法、来校者への対

応方法などを記載しておく。

○万一不審者が侵入した場合は、「不審者緊急対応マニュアル」により対応する。

○運動場に不審者が現れた場合は、近くの教職員で取り囲み、児童に近づけないようにする

こと。その際、保護者にも協力を求める。また、児童をその場から遠ざけ安全を確保する

こと。

○運動場以外で緊急事態が発生し、緊急放送を行い、状況を知らせる。そ
の際、児童の安全

を確保し、保護者にも説明し協力要請する。

○放送により指示を行い、避難または待機を行う。


